











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(表1)『 有岡逸士伝』に見 る俳諧及び連歌以外に嗜 まれた諸芸(○ で嗜んだ諸芸、/後 の人名と家名は師匠筋を示す)
人 名 囲碁 ・将棋 蹴 鞠 大黒舞の風流 絲竹三絃 謡曲歌舞 丹青画 立 花 茶 湯 備 考
筒井長舎 0
岡田酒粕 0
小西馬桜 ○/吉 田家 O 01一 噌家・岡島流
鹿島林犬 0
☆ 北川原好昌 0 ○/保生将監 0 号浄貞
鹿島貞喜 O 0 O
山村道与 O 山村彦兵衛入道道与、山村定友祖父
山村盛定 0 山村定友父
☆ 山村定友 ○/安 立坊
☆ 山田人角 0 茶湯の時、有岡道瑞と名乗る。
木村玄伯 0 0 医師
森本鵞群 0 O 0
岡田文考 ○/伊藤見寿 0 号遊客
☆ 鹿島月扇 0 号宗幽
森本川平 ○/吉 田家 ○/中 村如水翁
☆ 貫山 O 0 浄土真宗大谷派万徳寺住持














☆ 坂上善五郎 O 0 号鳥信
小西長宅 0
小西久女 0
『伊丹 市史』第四巻(一 九七三年、伊丹市)六 四一頁 よ り六七〇頁 を基 に作成。



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正客会数 亭 主 名 場所 月 日 有岡道瑞以外の招客名
1 千宗左 京都 12 5 万屋市兵衛、十一屋長右衛門、丸屋嘉兵衛、
☆ 2 有隣軒 京都 12 2 蓮角庵、岩田五良左衛門、有馬了夢、自在軒二三、
☆ 3 喜多(北)脇一元 京都 10 17 上嶋勘四郎、森本九良左衛門、
4 鎰屋宗周 京都 10 24 望月牧意、井筒屋彦四郎、
5 山下祐也 京都 10 23 黒谷将法院、清水教胤、田中何求、
6 (黒谷)将法院 京都 10 19 上嶋勘四郎、森本九良右衛門、岡田又太郎、望月牧意、
7 七里彦六 京都 10 22 鎰屋宗周、花房宗利、山下祐也、望月牧意、
8 正賢庵 堺 4 19 上嶋勘四郎、
☆ 9 九昌院 大坂 3 21 河合久兵衛、
10 岡本宗吟 大坂 4 9 金屋与右衛門、茨木屋太兵衛、金屋治兵衛、
☆ 11 山村七良右衛門 伊丹 1 5 森本宗信、石丸見寿、森本曽右衛門、
☆ 12 家原自仙 京都 8 14 北脇一元、進藤長右衛門、
☆ 13 頂妙寺清純坊 京都 5 22 白川与次兵衛、大橋内匠、
14 松尾朽意 京都 10 11 家原自仙、袋屋二得、
☆ 15 三木権太夫 京都 2 29 三木忠庵、
☆ 16 坂上松右衛門 山本 6 9 桑原松庵、
17 坂上十五郎 池田 11 24 正賢庵、本養寺、上嶋勘四郎、岡田又太郎、
☆ 18 岡田又太郎 伊丹 3 29 橋川兵右衛門、木村仁兵衛、
☆ 19 森本七左衛門 伊丹 3 12 鹿嶋源右衛門、森本吉左衛門、
☆ 20 岡田藤次郎 伊丹 12 5 上嶋勘四郎、北川原次郎三郎、
☆ 21 西郡仙斎 伊丹 1 6 松浦平右衛門、
☆ 22 坂上与蔵 山本 1 27 坂上宗祐、
23 鴻池来助 鴻池 10 17 坂上尉右衛門、蓮角房、
☆ 24 正林寺了岳坊 京都 6 11 小林六良右衛門、坂上尉右衛門、
25 小林六良右衛門 伊丹 9 1 上嶋勘四郎、木村仁兵衛、
26 坂本周斎 京都 12 4 松尾朽意、本田佐太夫、進藤長右衛門、
☆ 27 熊田市右衛門 京都 12 5 近藤宗春、近藤長右衛門、
☆ 28 北川原吉三郎 伊丹 2 22 鴻池来助、新稲四良太夫、
29 鴻池源右衛門 鴻池 2 6 北川原浄貞、上嶋勘四郎、森本八郎右衛門、
☆ 30 岩崎玄蕃 京都 3 zo 鞍貫宗仙、経師傳右衛門、
☆ 31 貫山 伊丹 7 11 森本蘭舟、
☆ 32 鹿島十郎右衛門 伊丹 5 13 森本蘭舟、金谷嘉右衛門、
☆ 33 坂上佐平次 摂北 9 23 言屯明律師、山川平助、
34 仏日寺別伝和尚 伊丹 9 12 戒暁律師、森本蘭舟、
☆ 35 北脇又蔵 京都 10 3 沢屋長右衛門、
36 望海和尚 伊丹 12 12 戒暁律師、蓮肉菴、
37 萬屋又兵衛 京都 11 17 松尾朽意、家城十良右衛門、進藤長右衛門、
☆ 38 薩摩屋素朴 京都 3 11 伊勢屋小兵衛、十一屋長右衛門、
39 岩田猪兵衛 加茂 12 11 田村保幹、坂上彦太郎、
40 戒暁(律師) 伊丹 12 11 望海和尚、南宗竹、蓮肉菴、北川原浄貞、
41 山川仁右衛門 池田 10 22 望海和尚、蓮肉菴、上嶋安右衛門、
42 鴻池幸十郎 鴻池 8 24 望海和尚、慈眼和 尚、蓮肉菴、
☆ 43 丸屋嘉兵衛 京都 12 11 十一屋長右衛門、




正客会数 亭 主 名 場所 月 日 有岡道瑞以外の招客名
☆ 45 笹屋酉刻 京都 12 6 久田宗也、十一屋長右衛門、
☆ 46 上嶋藤右衛門 伊丹 10 20 上嶋勝右衛門、上嶋恒次郎、
☆ 47 坂上善五郎 伊丹 6 21 友田吉兵衛、瀬堀四良五郎、
☆ 48 蓮肉菴 山本 12 16 鹿嶋宗幽、上嶋安右衛門、
☆ 49 下大坊了瑞 有馬 9 6 岩田五良左衛門、
50 浄福寺内長泰院了韵 京都 11 22 大文字嘉右衛門、大文字三郎右衛門、大文字平六、
☆ 51 上嶋九良兵衛 伊丹 3 6 三宅文雅、上嶋勝右衛門、
☆ 52 家原自元 京都 4 2 三木権太夫、加賀屋治郎兵衛、十一屋長右衛門、
53 十一屋長右衛門 京都 11 29 杉村三良左衛門、津留源右衛門、源江屋仁兵衛、宗也、
☆ 54 田村梅甫 山本 12 11 蓮肉菴、
☆ 55 北川原浄貞 伊丹 1 22 山村彦兵衛、森本重右衛門、
☆ 56 山口久保 京都 3 21 森本宗賢、北川原彦四郎、石坂小兵衛、
57 上嶋安九郎 伊丹 5 11 戒暁律師、岩田猪兵衛、鴻池源右衛門、
58 高台寺内月真院 京都 10 17 望海和尚、蓮肉菴、
59 松屋三良兵衛 京都 12 14 久田宗也、升屋藤右衛門、
60 芳野屋理兵衛 大坂 11 3 蓮肉菴、下村平兵衛、
☆ 61 高台寺順蔵主 京都 5 12 田村源右衛門、
62 上嶋安右衛門 伊丹 4 2 岩田五良左衛門、蓮肉菴、
63 木村伊右衛門 伊丹 11 14 小西善十郎、上嶋安右衛門、岡田新兵衛、
64 増尾良泉 伊丹 11 18 鹿嶋宗幽、上嶋常音、森本宗賢、
65 廣嶋屋平十郎 京都 10 17 望海和尚、蓮肉菴、
☆ 66 上嶋五左衛門 伊丹 11 11 蓮肉菴、油屋藤右衛門、升屋孫四郎、
67 塗師八左衛門 京都 12 8 正林寺了岳坊、三木権太夫、十一屋長右衛門、
☆ 68 坂上伊兵衛 摂北 1 9 友田吉兵衛、木村伊右衛門、
☆ 69 森平六 伊丹 7 3 坂上平右衛門、坂上善右衛門、
☆ 70 坂上傳右衛門 摂北 4 16 坂上市兵衛、
☆ 71 鴻池宗牧 大坂 4 14 大場立元、多賀治助、
☆ 72 坂上彦太郎 伊丹 4 9 副村半左衛門、坂上平右衛門、
73 進藤元意 京都 6 19 田中素秋、白井正竹、
☆ 74 荒木平兵衛 池田 12 12 蓮肉菴、下村半兵衛、
☆ 75 松坂屋喜左衛門 京都 12 5 池田浄意、十一屋長右衛門、
☆ 76 鴻池道億 大坂 12 4 近藤宗故、十一屋長右衛門、
77 池田浄意 京都 12 14 人見啓安、小林寿閑、辻次良左衛門、
☆ 78 福嶋屋了意 大坂 4 12 油屋安九郎、十一屋長右衛門、肥後屋次郎三、
☆ 79 関長兵衛 麻田 5 12 蓮肉菴、
☆ 80 随風軒了夢 有馬 9 27 藤野素竹、中村瑞之、田崎十良左(右 力)衛門、
81 播磨屋助久 大坂 5 20 蓮肉菴、上嶋常音、
82 有馬善福寺 有馬 9 20 横井安節、田崎十良右衛門、随風軒了夢、
☆ 83 田崎十良右衛門 姫路 9 21 池坊孫右衛門、角坊了夢、
☆ 84 藤野素竹 福山 10 2 (秋田)大野久左衛門、田崎十良右衛門、随風軒了夢、
☆ 85 宇保伊右衛門 有馬 9 6 上嶋安九郎、
86 加賀屋又吉 大坂 10 27 蓮肉菴、坂上傳右衛門、岩田五良左衛門、
87 岩田五郎左衛門 加茂 8 27 藤野素竹、山川仁右衛門、蓮肉菴、



































正客会数 亭 主 名 場所 月 日 有岡道瑞以外の招客名
89 田村乗和 山本 5 8 古澗和尚、蓮肉菴、岩田猪兵衛、
☆ 90 牧市左衛門 京都 12 9 岩田五良左衛門、蓮肉菴、
☆ 91 梅垣道宜 伊丹 1 16 浮嶋清右衛門、森平六、
☆ 92 近藤宗故 京都 5 14 近藤元意、池田浄意、小林祐貞、
93 上嶋常音 伊丹 3 19 播磨屋助久、上嶋勝右衛門、鹿嶋太良右衛門、
☆ 94 坂上松太郎 伊丹 12 14 鴻池源右衛門、
95 坂上平右衛門 池田 12 5 田村保幹、
☆ 96 岩田久五郎 大坂 6 25 蓮肉菴、木村七郎兵衛、鎌田新助、
97 鹿嶋宗幽 伊丹 2 6 望海和尚、岩田五郎左衛門、坂上弥右衛門、
98 坂上尉右衛門 伊丹 3 21 神田内匠、坂上皆右衛門、
☆ 99 青木甲斐守 麻田 12 21 中沢宗真、
☆ 100 久田宗也 京都 12 6 十一屋長右衛門、笹屋酉刻、
『茶湯 百亭百会之記 』(A本)(『 伊丹資料叢書』1伊 丹文芸資料所収 、一 九七 五年、伊丹市役所)
註)会 数の横 に☆が付 されてい る会 は、有岡道瑞 が正客 として招か れた会で あ る。又、「場所」の






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































会数 B、 本 C本 D本 E本




























A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
9 枡屋彦三郎 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ




A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
12 A本710・22→11・22 A本 と同じ 進藤長右衛門→近藤長右衛門 A本 と同じ
13 A本8上 嶋勘四郎正客 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ ・










A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ










A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ








A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
23 A本18と同一亭主の別会 A本 と同じ 鴻池来助→鴻池栄助 A本 と同じ
24 A本19 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ






A本 と同じ A本 と同じ
27 A本22と 同一亭主の別会 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
28 A本23と同一亭主の別会 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
29 A本24 A本 と同じ A本44蓮 肉菴→山本秀海 A本 と同じ








A本28 A本 と同じ 森本蘭舟→森本宗憶 金谷
嘉右衛門記載なし
A本 と同じ








会数 B本 C本 D本 E本
35 A本31 A本 と同じ A本36蓮 肉菴→秀海 A本 と同じ
36
















A本 と同じ A本38カ(月 日・亭主記載な
し)
A本 と同じ




A本 と同じ A本40 A本 と同じ
42 A本39 A本 と同じ 北河原助三郎 A本 と同じ
43 A本40と 同一亭主の別会 A本 と同じ A本29 A本 と同じ
44 一文字屋助五郎 A本 と同じ A本43 A本 と同じ




A本 と同じ 進藤一葉 A本 と同じ
47
清和院 A本 と同じ A本46客 人に上嶋万次郎
追加
A本 と同じ
48 A本45と 同一亭主の別会 A本 と同じ 鹿嶋九郎右衛門 A本 と同じ
49 A本46 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
50 A本48 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
51












54 A本52 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
55 A本53と 同一亭主の別会 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
56




北河原助三郎 A本 と同じ 客人に山本秀海追加 鴻池
源右衛門→鴻池新右衛門
A本 と同じ
58 A本56 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ





61 A本59と 同一亭主の別会 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
62 白木屋彦太郎 4.2->4.21 4.24.21 4.2->4.21
63 A本62と 同一亭主の別会 A本 と同じ 鏡屋良意 A本 と同じ
64 A本61と 同一亭主の別会 A本 と同じ 池田、荒木平康 A本 と同じ
65 鏡屋良意 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
66 坂上市三 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
67 A本65 A本 と同じ A本428・24→8・14 A本 と同じ
68 A本6611・11→11・2 A本 と同じ A本60 A本 と同じ
69 西郡八左衛門 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
70 岩田五兵衛 A本 と同じ 中村平兵衛 A本 と同じ
71 A本16と同一亭主の別会力 A本 と同じ 北河原彦四郎 A本 と同じ






































会数 B本 C本 D本 E本
73







75 A本73と 同一亭主の別会 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ




A本 と同じ 人見啓安→人見路安 A本 と同じ
78 A本77と 同一亭主の別会 A本 と同じ 客人名記載なし A本 と同じ
79 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
80





蓮肉菴→山本秀海 A本 と同じ 播磨屋助久→播磨屋助右衛
門
A本 と同じ
82 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
83
客人名に同(池坊)傳三追加 A本 と同じ 田崎十良右衛門→田嶋十郎
右衛門
A本 と同じ
84 藤野素竹→藤野紫竹 A本 と同じ 10・2→12・2 A本 と同じ
85 A本 と同一亭主の別会力 A本 と同じ 北河原助五郎 A本 と同じ
86 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
87 A本 と同じ A本 と同じ A本88 A本 と同じ





A本 と同じ 池田、枕瀬 A本 と同じ
90 A本91と 同一亭主の別会 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ





93 A本89と同一亭主の別会 3.19->3.9 A本 と同じ A本 と同じ









A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
97 A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ A本 と同じ
98
坂上皆右衛門→坂上宗祐 A本 と同じ 坂上皆右衛門→坂上賢右衛
門
A本 と同じ






































会数 亭 主 名 場所 月 日 有岡道瑞以外の招客名
☆9 枡屋彦三郎 伊丹 10 25 岩田猪之助、北河原助三郎、蓮肉庵(蓮 角庵)、
☆21 北河原与次兵衛 伊丹 11 11 池田宗意、木村玄伯、佐々木玄智、
☆023 岡田又太郎 伊丹 12 11 森本宗信、鹿嶋宗因、
☆025 岡田藤次郎 伊丹 12 11 上嶋勘四郎、森本七郎右衛門、
☆027 坂上與蔵 山本 1 16 浮嶋清右衛門、森平六、
*・ 山中来助 鴻池 2 6 石丸見寿、岩田猪兵衛、
☆33 葛野仁兵衛 ? 11 29 山本秀海(蓮 角庵)、
37 山本了瑞 山本 12 5 田村保幹、
・ 佛日別傳和尚 伊丹 4 27 多田院別當、中坊、
40 大廣白蓮和尚 伊丹 12 4 坂上尉右衛門、蓮肉庵(蓮 角庵)、
☆043 戒曉 伊丹 12 21 蓮角庵、
☆44 一文字屋助五郎 伊丹 11 16 鴻池新右衛門、加藤五郎左衛門、山本秀海(蓮角庵)、
☆45 鴻池新右衛門 鴻池 11 19 北河原助五郎、上嶋安九郎、
☆47 清和院 京都 5 8 進藤元意、高井十右衛門、
048 笹屋与兵衛 京都 5 9 (客人記載無し)
051 下大坊了瑞 有馬 9 23 善福和尚、
☆052 長泰院 京都 12 4 野村新三、大村彦四郎、野村平三、
☆055 十一屋長右衛門 京都 4 4 池田浄意、近藤喜右衛門、
☆056 坂上梅甫 山本 12 24 望海和尚、戒曉、秀海(蓮 角庵)、
☆57 北河原助三郎 伊丹 1 22 山村彦兵衛、森本十右衛門、
*・.1 月真院 京都 5 12 田村源右衛門、
☆061 松屋三郎兵衛 京都 5 18 久田宗也、十一屋長右衛門、
62 白木屋彦太郎 京都 5 18 川口平三郎、川口平兵衛、了岳、
063 油屋安右衛門 伊丹 5 15 白木屋、鹿嶋太郎右衛門、上嶋常音、
064 順蔵主 京都 10 17 望海和尚、蓮肉庵(蓮 角庵)、
65 鏡屋良意 伊丹 10 13 望海、蓮肉(蓮 角庵)、
☆66 坂上市三 摂北 10 22 蓮肉(蓮 角庵)、
☆69 西郡八左衛門 ? 12 2 三木権大夫、十一屋長右衛門、
☆70 岩田五兵衛 加茂 12 10 坂上左兵衛、大場立元、
071 坂上松右衛門 山本 12 17 望海、戒曉、蓮肉(蓮 角庵)、
☆72 原東鍋七 ? 2 6 鹿嶋宗幽、小西与一郎、廣嶋善臺、
☆073 鴻池宗牧 大坂 2 6 北河浄貞、上嶋勘四郎、森本八郎右衛門、
075 進藤元意 京都 11 29 杉村三郎右衛門、津留源右衛門、久田宗也、源江屋仁兵衛,
☆76 油屋五郎四郎 伊丹 1 3 上嶋常音、森本宗雪、
・' 池田浄意 京都 12 9 久田宗也、熊田市右衛門、
*・:1 角坊ノ兄隨風軒了夢 有馬 9 6 上嶋安九郎、鴻池新右衛門、
☆085 角坊伊右衛門 有馬 9 27 藤野素竹、中村瑞 ト、田崎重郎右衛門、
☆090 梅垣道宜 伊丹 10 19 坂上宗祐、
☆092 坂上彦太郎 伊丹 12 9 藤本宗円、
☆093 田村乗和 山本 1 11 佐 尾、
☆094 坂上松太郎 伊丹 12 11 蓮肉庵(蓮 角庵)、
095 坂上了意 摂北 1 14 田村保幹、山中新右衛門、
註)会 数横の ☆及 び 「場所」 の項 は、(表2)のA本 と同様 の形で記述 を して いる。 又、○の付 し
てあ る会 は、A本 と同一 亭主の別会であ る。
(表5)財 団法人柿衞文庫所蔵『有岡道瑞百亭百会記』(D本)中、A本非重複茶会亭主一覧
会数 亭 主 名 場所 月 日 有岡道瑞以外の招客名
☆037 薩摩屋素白 京都 11 11 (有岡道瑞のみ)
42 北河原助三郎 伊丹 閏1 18 関長兵衛、青木忠右衛門、太田繁右衛門、
45 小野清和院 京都 5 8 進藤玄意、池田浄意、高井十右衛門、
46 進藤一葉 京都 3 10 上嶋常有、林酉刻、
☆48 鹿嶋九郎右衛門 伊丹 10 25 蓮角庵、岩田猪兵衛、北河原助三郎、
☆60 山川素白 池田 6 9 岩田理兵衛、清水七左衛門、
63 鏡屋良道 伊丹 10 15 望海和尚、蓮肉庵(蓮 角庵)、
64 荒木平康 池田 11 17 鹿嶋宗黒、
70 中村平兵衛 池田 4 11 鹿嶋宗黒、上嶋常音、山本秀海(蓮角庵)、鏡屋平兵衛、
☆71 北河原彦四郎 伊丹 2 9 北河原助三郎、瀬堀八郎五、
☆74 岩田理兵衛 池田 12 5 蓮肉庵(蓮角庵)、上嶋勘四郎、荒木五兵衛、岩田五郎左衛門、
*: 北河原助五郎 伊丹 閏1 29 上嶋常音、蓮肉庵(蓮角庵)、上嶋勝右衛門、加賀屋半兵徽
89 枕瀬 池田 11 a7 左平次、古松宗黒、
註)会 数横 の☆及 び 「場所」 の項 は、(表2)のA本 と同様 の形 で記述 を して い る。又、○の付 し
てあ る会 は、A本 と同一亭主の別会 である。
二
三
六
伊
丹
郷
町
の
酒
造
家
と
そ
の
一
族
"
北
河
原
助
三
郎
、
鹿
嶋
九
郎
右
衛
門
、
北
河
原
彦
四
郎
、
北
河
原
助
五
郎
、
伊
丹
郷
町
近
郊
の
酒
造
家
と
そ
の
一
族
"
〔池
田
〕
荒
木
平
康
、
〔池
田
〕
中
村
平
兵
衛
、
〔池
田
〕
岩
田
理
兵
衛
、
〔池
田
〕
山
川
素
白
、
伊
丹
郷
町
の
人
物
"
鏡
屋
良
道
、
池
田
郷
町
の
人
物
"
枕
瀬
、
茶
湯
宗
匠
及
び
茶
道
具
の
職
人
"
薩
摩
屋
素
白
、
伊
丹
郷
町
以
外
の
寺
院
"
〔京
都
〕
小
野
清
和
院
、
近
衛
家
熈
の
側
近
"
進
藤
一
葉
(進
藤
刑
部
大
輔
長
之
)、
と
な
る
。
近
衛
家
熈
の
側
近
進
藤
刑
部
大
輔
長
之
の
名
前
が
あ
り
、
A
本
で
見
た
分
類
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
近
衛
家
の
側
近
及
び
近
衛
家
と
交
流
の
あ
る
町
人
や
僧
侶
の
名
前
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
客
人
に
つ
い
て
は
B
本
同
様
、
A
本
と
合
致
す
る
茶
会
で
あ
っ
て
も
記
載
の
相
違
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
人
物
の
分
類
に
つ
い
て
は
こ
こ
ま
で
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
A
本
と
異
な
る
十
三
会
か
ら
同
様
に
複
数
会
参
会
し
て
い
る
人
物
を
見
る
と
(表
3
・
5
)
、
二
会
"
北
河
原
助
三
郎
(四
八
・
七
一
)、
鹿
嶋
宗
黒
(宗
幽
力
)
(六
四
・
七
〇
)
、
上
嶋
常
音
(七
〇
・
八
五
)
五
会
"
蓮
角
庵
(蓮
肉
菴
・
山
本
秀
海
)
(四
八
・
六
三
・
七
〇
・
七
四
・
八
五
)
と
な
る
。
大
き
な
相
違
は
な
く
、
酒
造
家
を
中
心
に
摂
北
地
域
の
人
物
、
中
で
も
近
衛
家
熈
と
の
茶
湯
で
の
交
流
関
係
が
指
摘
で
き
る
町
人
の
会
に
多
数
名
を
連
ね
た
人
物
が
や
は
り
多
く
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
客
組
み
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
京
都
の
人
物
が
亭
主
の
茶
会
は
、
京
都
の
人
物
が
摂
北
地
域
の
酒
造
家
や
僧
侶
達
と
同
席
す
る
客
組
が
比
較
的
多
く
あ
る
。
そ
し
て
、
大
坂
の
人
物
の
場
合
は
、
同
様
に
そ
う
い
っ
た
人
物
が
同
席
し
て
い
て
も
、
同
業
者
で
あ
る
こ
と
や
摂
北
地
域
に
由
縁
の
あ
る
人
物
同
士
の
繋
が
り
と
い
う
色
彩
が
濃
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
伊
丹
郷
町
や
池
田
郷
町
等
の
人
物
が
茶
会
を
催
し
た
場
合
、
摂
北
地
域
の
人
物
同
士
の
交
流
と
い
う
面
の
強
い
客
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
個
々
の
人
物
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
区
分
を
細
か
く
設
け
た
が
、
伊
丹
郷
町
・
池
田
郷
町
と
そ
の
周
辺
と
い
う
よ
り
は
、
摂
北
地
域
と
い
う
大
き
い
括
り
で
交
流
範
囲
を
捉
え
た
方
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
京
都
の
町
人
、
家
原
自
仙
・
自
元
親
子
に
つ
い
て
の
記
述
を
示
し
て
お
く
。
こ
れ
は
三
井
高
房
の
『町
人
考
見
録
』
「家
原
　め
　
自
元
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
親
は
自
仙
と
い
ふ
。
所
は
西
洞
院
竹
屋
町
上
ル
丁
に
住
す
。
自
仙
代
よ
り
細
川
ど
の
へ
大
分
取
替
相
滞
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
相
続
い
た
し
、
な
を
彼
御
屋
敷
勤
候
所
、
四
つ
宝
新
銀
立
替
の
節
、
又
弐
三
百
貫
目
ほ
ど
相
滞
、
其
上
金
借
り
旁
故
、
借
し
か
た
へ
は
年
賦
に
断
を
申
。
扨
自
元
は
肥
後
へ
下
り
、
段
々
御
す
く
い
を
願
候
所
、
大
守
は
元
来
茶
を
御
好
み
被
成
、
一
入
自
元
へ
は
御
目
か
け
ら
れ
候
故
、
先
は
願
の
通
相
調
、
古
借
の
内
へ
新
銀
七
十
五
貫
目
宛
、
五
年
の
内
相
渡
り
申
積
り
に
て
、
一
両
年
も
右
の
ご
と
く
相
渡
り
来
り
候
所
、
自
元
も
相
果
、
其
前
年
の
暮
よ
り
は
や
、
約
束
の
通
り
に
は
相
渡
り
不
申
、
殊
に
立
花
飛
騨
守
殿
へ
前
々
取
替
滞
居
申
候
を
、
自
元
起
し
出
し
、
大
坂
町
人
共
と
相
仕
に
成
、
此
仕
送
り
を
致
し
候
所
、
初
年
は
究
の
ご
と
く
少
々
、
春
は
屋
敷
よ
り
請
込
に
相
見
へ
候
へ
ど
も
、
其
次
の
年
よ
り
段
々
江
戸
不
時
の
御
物
入
ど
も
打
続
、
引
に
不
引
、
五
年
の
内
に
是
も
四
五
百
貫
目
滞
、
身
上
さ
し
つ
か
へ
申
候
。
そ
れ
故
居
宅
も
明
、
ひ
つ
そ
く
致
し
、
な
を
又
今
の
次
兵
衛
肥
「近
世
中
期
摂
北
地
域
の
茶
湯
そ
の
交
流
関
係
か
ら
う
か
が
え
る
特
徴
J
二
一二
七
二
一二
八
後
へ
下
り
願
ひ
候
へ
ど
も
、
御
国
も
凶
年
故
、
は
か
ば
か
敷
渡
る
事
も
無
之
、
少
々
宛
す
く
い
銀
の
内
渡
り
を
受
取
居
申
候
。
大
か
た
大
名
が
し
の
筋
は
同
じ
事
と
は
云
な
が
ら
、
其
内
わ
け
て
細
川
家
は
、
前
々
よ
り
不
埒
成
御
家
柄
に
て
、
度
々
町
人
の
借
銀
断
在
之
、
此
節
辻
・
玉
屋
・
家
原
、
皆
々
此
御
屋
敷
へ
大
分
の
滞
故
、
つ
ぶ
れ
申
候
。
い
つ
れ
も
件
の
内
済
の
積
り
に
て
、
年
々
相
渡
り
申
や
く
そ
く
に
は
候
へ
ど
も
、
み
な
み
な
跡
は
又
々
不
埒
に
成
事
、
あ
な
が
ち
細
川
家
に
は
限
り
不
申
、
大
名
が
た
年
賦
断
の
通
例
と
存
べ
く
候
。
刀
目
利
で
あ
っ
た
家
原
自
元
は
茶
湯
に
長
じ
て
お
り
、
親
自
仙
の
代
か
ら
家
業
の
傍
ら
行
な
っ
て
い
た
肥
後
細
川
家
へ
の
大
名
貸
し
も
茶
湯
で
懇
意
に
な
っ
た
の
が
長
じ
て
順
調
に
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
家
原
家
は
大
名
貸
し
に
よ
っ
て
逼
塞
し
て
い
る
。
ま
だ
こ
の
頃
に
は
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
に
伊
丹
郷
町
の
人
物
が
大
名
貸
し
を
行
な
う
肥
後
細
川
家
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
の
名
が
見
え
、
更
に
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
細
川
家
京
都
留
守
居
役
牧
市
左
衛
門
が
亭
主
の
会
に
伊
丹
郷
町
の
人
物
が
招
か
れ
て
い
る
点
も
　　
　
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
み
て
も
よ
か
ろ
う
。
五
近
衛
家
と
伊
丹
郷
町
前
節
の
茶
会
記
分
析
に
よ
っ
て
、
彼
等
摂
北
地
域
の
人
物
が
当
該
地
域
内
同
士
の
交
流
と
し
て
茶
湯
を
嗜
ん
で
い
た
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
階
層
・
地
域
の
人
物
と
交
流
を
重
ね
て
お
り
、
そ
こ
に
は
近
衛
家
と
茶
湯
で
の
関
わ
り
の
あ
る
人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
近
衛
家
と
摂
北
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
寛
文
元
(
=
ハ
六
一
)
年
か
ら
伊
丹
郷
町
及
び
そ
の
周
辺
村
は
近
衛
家
領
と
な
っ
て
い
た
。
近
衛
家
は
そ
の
後
、
正
徳
元
(
一
七
一
一
)
年
に
伊
丹
郷
町
周
辺
十
一
力
村
を
、
正
徳
三
(
一
七
=
二
)
年
に
は
池
田
郷
町
株
三
百
株
を
、
と
摂
北
地
域
の
家
領
を
拡
大
し
て
　　
　
い
る
。
伊
丹
郷
町
で
見
る
と
、
寛
文
元
年
に
近
衛
家
領
と
な
っ
て
以
降
、
摂
北
地
域
の
持
つ
経
済
力
が
近
衛
家
の
台
所
を
多
い
に
助
け
、
近
衛
家
側
も
米
の
不
作
時
に
は
年
貢
米
や
冥
加
銀
を
「年
貢
酒
」
で
納
入
す
る
形
に
切
り
換
え
る
等
の
酒
造
家
の
保
護
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
伊
丹
郷
町
の
町
政
機
構
を
司
る
惣
宿
老
職
を
勤
め
る
家
々
を
中
心
に
、
伊
丹
郷
町
の
酒
造
家
が
定
期
的
に
近
衛
家
と
交
渉
を
持
っ
た
こ
と
は
『伊
丹
市
史
』
第
二
巻
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
う
い
っ
た
行
政
的
・
経
済
的
な
側
面
の
強
い
交
渉
以
外
に
、
伊
丹
　　
　
郷
町
と
近
衛
家
に
関
す
る
交
渉
は
、
古
野
将
盈
編
の
『有
岡
庄
年
代
秘
記
』
か
ら
以
下
に
示
す
も
の
が
見
出
せ
る
。
○
貞
享
三
(
一
六
八
六
)
年
六
月
三
六
月
近
衛
内
大
臣
家
熈
公
野
宮
御
額
御
染
筆
○
元
禄
十
二
(
一
六
九
九
)
年
二
月
十
二
二
月
上
嶋
与
惣
兵
衛
誹
名
鬼
貫
御
殿
御
家
来
分
二
被
成
候
旨
御
触
○
宝
永
三
(
一
七
〇
六
)
年
十
月
六
日
三
十
月
六
日
御
殿
御
部
屋
様
有
馬
入
湯
、
御
家
老
・
御
代
官
下
向
上
下
御
泊
○
正
徳
元
(
一
七
=
)
年
十
二
月
正
徳
元
十
二
月
十
六
日
旧
・
増
一
円
御
家
領
二
相
成
候
二
付
、
惣
役
中
・
酒
家
中
大
参
会
○
享
保
十
八
(
一
七
三
三
)
年
十
八
今
年
坂
上
宗
清
百
歳
参
殿
被
仰
付
、
こ
の
史
料
は
、
伊
丹
郷
町
内
で
の
主
要
な
出
来
事
の
み
が
記
述
対
象
で
あ
る
の
で
、
細
部
ま
で
は
う
か
が
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
茶
会
記
の
分
析
か
ら
、
摂
北
地
域
の
人
物
と
近
衛
家
と
交
流
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
と
の
茶
湯
で
の
交
流
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
経
済
的
・
行
政
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
茶
湯
を
含
め
た
遊
芸
の
面
で
の
交
流
も
、
伊
丹
郷
町
や
池
田
郷
町
を
含
む
摂
北
地
域
の
人
物
と
近
衛
家
の
間
に
存
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
中
古
茶
事
雑
集
』
(B
「近
世
中
期
摂
北
地
域
の
茶
湯
i
そ
の
交
流
関
係
か
ら
う
か
が
え
る
特
徴
ー
」
二
一二
九
二
四
〇
本
)
に
は
近
衛
家
の
口
切
茶
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
摂
北
地
域
の
人
物
の
参
会
は
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
近
衛
家
の
茶
事
の
記
録
が
伊
丹
郷
町
の
人
物
に
伝
わ
っ
た
こ
と
自
体
、
そ
の
交
流
の
存
在
を
半
ば
指
し
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
交
流
が
存
在
し
た
な
ら
ば
、
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
(A
本
)
を
は
じ
め
各
茶
会
記
に
漏
れ
な
く
記
さ
れ
て
い
る
有
　　
　
隣
軒
(鷹
司
輔
信
)
が
亭
主
を
勤
め
た
会
の
よ
う
に
、
道
具
の
下
賜
が
何
度
か
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
六
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
地
域
に
お
け
る
茶
湯
の
展
開
の
研
究
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
の
下
、
元
禄
期
頃
ま
で
に
大
坂
近
郊
の
在
郷
町
と
し
て
発
展
し
た
摂
津
国
伊
丹
郷
町
を
中
心
に
摂
北
地
域
の
茶
湯
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。
従
来
、
俳
諧
と
併
せ
て
盛
ん
だ
っ
た
諸
芸
の
一
つ
と
し
て
の
み
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
伊
丹
郷
町
の
茶
湯
で
あ
る
が
、
有
岡
道
瑞
の
茶
会
記
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
的
と
も
言
え
る
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
伊
丹
郷
町
の
茶
湯
は
、
酒
造
家
を
中
心
に
医
師
や
僧
侶
も
含
め
た
摂
北
地
域
の
人
物
、
京
都
・
大
坂
の
町
人
、
茶
湯
宗
匠
等
の
交
流
関
係
の
下
に
存
在
し
、
そ
こ
に
は
近
衛
家
と
の
茶
湯
で
の
交
流
が
指
摘
で
き
る
町
人
や
近
衛
家
の
側
近
の
参
会
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
伊
丹
郷
町
と
そ
の
周
辺
と
い
う
よ
り
は
、
摂
北
地
域
と
い
う
よ
り
大
き
な
括
り
で
捉
え
た
方
が
良
い
だ
け
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
経
済
的
・
行
政
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
茶
湯
を
含
め
た
遊
芸
の
面
で
の
交
流
も
、
摂
北
地
域
の
人
物
と
、
寛
文
元
(
一
六
六
一
)
年
か
ら
同
地
域
を
所
領
と
し
た
近
衛
家
の
間
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
後
の
時
期
に
伊
丹
郷
町
の
人
物
が
大
名
貸
し
を
行
な
う
肥
後
細
川
家
と
関
わ
り
の
あ
る
町
人
や
細
川
家
京
都
留
守
居
役
、
摂
津
国
麻
田
藩
藩
主
青
木
家
と
の
間
に
も
茶
湯
で
の
交
流
が
存
在
し
て
い
た
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
、
若
干
の
指
摘
も
で
き
た
が
、
考
察
不
足
な
点
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
享
保
五
年
か
ら
享
保
十
二
年
ま
で
に
つ
い
て
は
、
拠
っ
て
立
つ
史
料
が
『有
岡
道
瑞
百
亭
百
会
記
』
(D
本
)
だ
け
で
あ
り
、
享
保
五
年
ま
で
に
比
べ
て
信
憑
性
と
言
う
点
で
は
疑
問
が
残
る
。
こ
の
点
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
有
岡
道
瑞
の
他
の
写
本
類
と
の
競
合
に
よ
り
問
題
を
解
決
し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
摂
北
地
域
の
茶
人
の
茶
会
で
は
、
本
稿
で
は
指
摘
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
道
具
の
貸
し
借
り
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
道
具
立
て
か
ら
見
る
茶
湯
の
特
徴
と
共
に
今
後
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。
註(
1
)
谷
端
昭
夫
『近
世
茶
道
史
』
「序
章
近
世
茶
道
研
究
史
」
(
一
九
八
八
年
、
淡
交
社
)
同
「地
域
茶
道
の
研
究
」
(千
宗
室
監
修
・
谷
端
昭
夫
編
『茶
道
学
大
系
』
第
二
巻
茶
道
の
歴
史
所
収
、
一
九
九
九
年
、
淡
交
社
)
同
「近
年
の
茶
の
湯
研
究
か
ら
」
(『藝
能
史
研
究
』
一
五
〇
号
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
藝
能
史
研
究
會
)
(
2
)
前
掲
谷
端
昭
夫
『近
世
茶
道
史
』
「序
章
近
世
茶
道
研
究
史
」
(
3
)
『全
集
茶
道
』
巻
の
十
一
茶
人
篇
(三
)
・
巻
の
十
三
特
殊
研
究
篇
(
一
九
三
七
年
、
創
元
社
)
「茶
道
郷
土
史
」
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
連
載
さ
れ
、
ほ
ぼ
各
県
を
網
羅
。
(
4
)
『茶
道
聚
錦
』
全
十
二
巻
(小
学
館
、
一
九
八
三
年
)
前
掲
『茶
道
学
大
系
』
第
二
巻
茶
道
の
歴
史
『茶
の
湯
文
化
学
』
は
一
九
九
三
年
に
発
足
し
た
茶
の
湯
文
化
学
会
の
会
誌
で
あ
る
。
同
会
は
ま
た
、
学
術
大
会
や
各
地
域
で
の
例
会
な
ど
多
く
の
発
表
の
場
も
提
供
し
て
い
る
。
(
5
)
本
稿
で
検
討
す
る
五
つ
の
茶
会
記
は
、
全
て
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
は
、
岡
田
利
兵
衛
氏
が
『伊
丹
資
料
叢
書
』
1
伊
丹
文
芸
資
料
(
一
九
七
五
年
、
伊
丹
市
役
所
)
で
翻
刻
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
A
本
と
翻
刻
を
行
な
っ
た
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
を
解
説
中
で
位
置
付
け
、
残
り
四
種
類
の
内
、
『茶
湯
会
席
』
を
除
く
三
種
類
を
B
本
・
『中
古
茶
事
雑
集
』、
C
本
・
『有
岡
道
瑞
茗
談
集
』、
D
本
・
『有
岡
道
瑞
百
亭
百
会
記
』
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
本
稿
も
そ
の
位
置
付
け
に
従
う
形
で
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
と
異
本
類
に
A
本
か
ら
D
本
と
各
史
料
名
の
後
に
付
記
を
加
え
、
説
明
の
成
さ
れ
て
い
な
い
『茶
湯
会
席
』
は
、
E
本
と
改
め
て
位
置
付
け
を
し
、
同
様
に
付
記
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
(6
)
『伊
丹
市
史
』
第
六
巻
第
一
章
「第
二
節
近
世
中
期
の
文
学
」
(
一
九
七
〇
年
、
伊
丹
市
)
『新
・
伊
丹
史
話
』
第
三
章
「第
四
節
伊
丹
の
町
の
文
芸
活
動
」
(
一
九
九
四
年
、
伊
丹
市
立
博
物
館
)
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
(A
本
)
の
翻
刻
紹
介
は
、
(註
5
)
の
中
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
田
氏
の
一
連
の
著
述
は
、
著
作
集
と
し
て
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
(7
)
「茶
道
郷
土
史
第
3
回
茶
道
史
の
新
天
地
-
近
畿
北
部
篇
1
」
(『淡
交
』
第
十
三
巻
第
九
号
所
収
、
一
九
五
九
年
、
淡
交
社
)
(8
)
吉
村
厚
子
「伊
丹
と
俳
諧
」
(『淡
交
』
第
四
十
八
巻
第
四
号
所
「近
世
中
期
摂
北
地
域
の
茶
湯
1
そ
の
交
流
関
係
か
ら
う
か
が
え
る
特
徴
1
」
二
四
一
二
四
二
収
、
一
九
九
四
年
、
淡
交
社
)
今
井
美
紀
「伊
丹
と
い
う
地
」
(前
掲
『淡
交
』
第
四
十
八
巻
第
四
号
所
収
)
筒
井
紘
一
「伊
丹
の
茶
の
湯
」
(前
掲
『淡
交
』
第
四
十
八
巻
第
四
号
所
収
)
瀬
川
照
子
「伊
丹
の
文
芸
-
伊
丹
風
俳
諧
と
鬼
貫
」
(『茶
道
雑
誌
』
第
六
十
五
巻
第
五
号
所
収
、
二
〇
〇
一
年
、
河
原
書
店
)
岡
田
麗
「伊
丹
の
茶
の
湯
と
柿
衞
文
庫
」
(前
掲
『茶
道
雑
誌
』
第
六
十
五
巻
第
五
号
所
収
)
広
瀬
千
紗
子
「茶
の
湯
と
江
戸
文
学
」
(千
宗
室
監
修
・
戸
田
勝
久
編
『茶
道
学
大
系
』
第
九
巻
茶
と
文
芸
所
収
、
二
〇
〇
一
年
、
淡
交
社
)
石
塚
修
「西
鶴
文
芸
へ
の
茶
の
湯
の
影
響
」
(前
掲
『茶
道
学
大
系
』
第
九
巻
茶
と
文
芸
所
収
)
(9
)
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
(
一
九
七
三
年
、
伊
丹
市
)
六
四
一
頁
よ
り
六
七
〇
頁
。
岡
田
氏
が
師
匠
筋
の
人
名
を
抽
出
し
た
図
表
は
、
前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
六
巻
七
七
頁
参
照
。
(10
)
北
河
原
猫
信
は
『有
岡
逸
士
伝
』
上
巻
に
、
猫
信
者
北
川
原
氏
永
順
之
子
、
天
資
豁
達
ニ
シ
而
、
情
ヲ
放
ニ
ス
、
已
二
自
ラ
多
病
ト
称
シ
テ
門
ヲ
杜
ル
コ
ト
、
動
ス
レ
ハ
一
紀
隠
二
似
而
隠
二
非
ス
、
其
ノ
言
語
進
退
皆
誹
諧
ニ
シ
而
、
未
ダ
其
ノ
誹
句
ヲ
聞
カ
ズ
、
性
酒
ヲ
嗜
ミ
、
毎
二
親
戚
ヲ
集
メ
而
夜
ヲ
以
テ
昼
ト
為
ス
、
若
シ
睡
眠
二
着
ク
時
ハ
、
則
罰
ハ
金
谷
之
例
二
依
ル
、
酩
酊
知
所
無
シ
ト
雖
ド
モ
、
一
日
モ
未
ダ
其
ノ
産
業
ヲ
忘
レ
ズ
、
常
二
弁
天
ヲ
信
ジ
、
箕
面
山
頭
ノ
瀑
水
ヲ
汲
テ
酒
二
醸
シ
、
銘
シ
テ
滝
水
ト
謂
フ
、
鰡
辺
二
菊
数
叢
ヲ
植
テ
、
以
テ
清
賞
二
供
ス
、
世
之
菊
ヲ
愛
ス
ル
者
ノ
猫
信
ヲ
知
ラ
ズ
ト
云
コ
ト
莫
シ
、
且
ツ
其
レ
菊
ハ
愈
疾
延
年
之
徳
有
ル
ト
雖
ド
モ
、
信
也
僅
二
半
百
ヲ
以
テ
死
ス
、
鳴
呼
悲
哉
、
今
五
十
年
ノ
寿
ヲ
以
百
年
ノ
楽
ヲ
為
ス
者
ハ
其
レ
唯
リ
信
乎
、
と
、
菊
の
栽
培
で
著
名
な
人
物
と
記
さ
れ
、
松
本
市
左
も
『有
岡
逸
士
伝
』
上
巻
に
在
岡
ノ
郷
二
風
流
ノ
士
有
リ
、
姓
ハ
松
本
、
名
ハ
市
左
、
常
二
自
ラ
南
草
ヲ
製
ス
ル
コ
ト
ヲ
業
ト
為
ス
、
其
ノ
細
金
糸
ノ
如
ク
、
其
ノ
薫
芝
蘭
二
似
タ
リ
、
偶
客
有
リ
、
嘆
シ
メ
而
日
ク
、
曽
テ
松
本
之
製
ヲ
以
テ
贈
リ
モ
ノ
ト
為
ル
ニ
、
貴
介
公
子
之
前
二
於
テ
恥
ジ
ズ
、
之
二
因
リ
テ
其
ノ
名
遠
近
二
鳴
ル
、
性
亦
タ
隠
逸
ニ
シ
而
、
好
ミ
テ
書
ヲ
読
ミ
、
風
雅
ヲ
嗜
ム
、
法
橋
維
舟
翁
之
徒
也
、
翁
撰
集
ノ
時
日
ク
、
汝
直
二
字
ヲ
以
テ
誹
号
ト
為
ヨ
ト
、
因
リ
テ
以
テ
称
セ
見
ラ
ル
、
秀
逸
ノ
吟
多
ク
編
輯
之
中
二
見
タ
リ
、
少
壮
ニ
シ
而
病
患
テ
死
ス
、
と
、
南
草
栽
培
で
著
名
な
人
物
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
(前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
四
七
頁
、
六
四
八
頁
。
な
お
、
引
用
に
際
し
読
み
下
し
に
改
め
、
句
点
を
追
加
し
た
)
。
(
1
)
『
有
岡
逸
士
伝
』
上
巻
「
信
房
」
(前
掲
『
伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
四
三
頁
)
(
12
)
『
京
都
の
歴
史
』
6
伝
統
の
定
着
第
二
章
「
第
一
節
伝
統
文
化
の
組
成
」
(
一
九
七
三
年
、
京
都
市
、
學
藝
書
林
)
守
屋
毅
氏
が
『
藝
能
史
研
究
』
六
十
三
号
(
一
九
七
八
年
、
藝
能
史
研
究
會
)
と
『同
』
六
十
四
号
(
一
九
七
九
年
、
同
研
究
會
)
に
翻
刻
紹
介
を
行
な
っ
た
「
池
坊
永
代
門
弟
帳
」
に
よ
る
と
、
元
禄
期
か
ら
享
保
期
頃
ま
で
に
摂
北
地
域
で
は
、
有
馬
郡
を
中
心
に
門
弟
の
名
が
見
え
、
何
れ
も
伊
丹
屋
喜
兵
衛
や
北
畠
一
之
等
誰
か
が
入
門
に
際
し
て
同
道
か
取
次
ぎ
を
行
な
っ
て
い
る
。
伊
丹
地
域
で
は
享
保
末
年
ま
で
に
次
の
二
人
の
入
門
が
あ
っ
た
(「同
門
弟
帳
ー
そ
の
二
」
)。
同
年
(享
保
六
年
)
辛
丑
四
月
廿
九
日
摂
州
伊
丹
村
松
屋
与
兵
衛
大
坂
北
畠
一
之
取
次
同
年
(享
保
七
年
)
壬
寅
五
月
十
九
日
摂
州
伊
丹
村
北
河
原
彦
四
郎
花
屋
利
兵
衛
取
次
(
13
)
前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
六
巻
第
一
章
「第
二
節
近
世
中
期
の
文
学
」『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
(A
本
)
「解
説
」
(前
掲
『伊
丹
資
料
叢
書
』
1
伊
丹
文
芸
資
料
四
〇
九
頁
)
(14
)
『有
岡
逸
士
伝
』
上
巻
「人
角
」
(前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
四
七
頁
)
(15
)
『八
尾
八
左
衛
門
日
記
』
の
同
日
の
条
に
は
(略
)
有
岡
道
瑞
老
死
去
、
本
氏
山
田
、
其
後
、
佐
尾
柳
と
被
改
候
、
七
十
三
才
之
由
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『八
尾
八
左
衛
門
日
記
』
は
小
林
茂
氏
の
校
注
で
『日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
十
在
郷
町
編
(
一
九
七
六
年
、
学
習
研
究
社
)
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
引
用
は
同
本
二
九
〇
頁
か
ら
行
な
っ
た
。
(16
)
例
え
ば
、
文
政
九
(
一
八
二
六
)
年
に
伊
勢
茂
美
題
、
阿
波
国
棲
霞
亭
編
で
版
行
さ
れ
た
『茶
人
大
系
譜
』
で
は
久
田
宗
也
(不
及
斎
)
の
門
弟
と
し
て
「京
師
ノ
人
、
元
禄
年
間
ノ
人
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
保
八
(
一
八
三
七
)
年
尾
張
藩
南
阪
富
永
鞜
編
の
『茶
人
大
系
図
』
も
久
田
宗
也
の
門
弟
と
し
て
「京
師
人
、
元
禄
中
ノ
人
」
と
挙
げ
て
い
る
。
(17
)
佛
日
寺
別
傳
和
尚
に
よ
る
元
禄
十
二
(
一
六
九
九
)
年
五
月
の
序
文
は
茶
湯
百
亭
百
会
序
有
岡
氏
道
瑞
哲
士
従
妙
年
雅
好
茶
爐
之
風
騒
、
凡
構
亭
、
設
斎
松
窓
・
竹
扉
・
砌
石
・
植
樹
、
莫
不
具
備
茶
爐
風
標
、
纔
垂
湘
簾
啓
紙
窓
、
尽
酌
茶
爐
之
古
焉
、
鳴
呼
至
哉
、
妙
矣
歳
時
或
策
杖
、
於
平
城
幽
尋
豪
貴
富
客
、
数
応
茶
爐
之
雅
会
、
克
詳
察
其
体
態
文
物
記
之
、
胸
臆
而
不
遣
矣
、
若
夫
床
上
取
掲
之
軸
、
某
試
焙
、
某
和
歌
漢
篇
、
某
茶
器
、
茶
杓
、
茶
碗
、
某
花
、
某
瓶
、
某
鑵
、
某
所
饗
飲
食
、
某
文
房
四
宝
、
某
至
其
砌
石
・
窓
門
・
種
樹
石
礫
靡
不
威
、
是
詳
紀
之
焉
、
時
人
嘉
其
雅
標
、
所
以
多
遊
豪
貴
之
門
亦
実
多
矣
、
道
瑞
主
翁
意
欲
貽
厥
風
彩
於
後
代
児
孫
而
、
復
克
継
其
風
操
名
集
云
茗
談
、
己
卯
之
夏
予
偶
相
訪
、
評
予
紀
数
言
而
冠
其
巻
首
書
未
由
辞
之
粗
紀
、
其
一
二
云
爾
、
元
祿
十
二
歳
旅
己
卯
五
月
穀
旦
仏
日
別
傳
誌
と
記
さ
れ
て
い
る
(前
掲
『伊
丹
資
料
叢
書
』
1
伊
丹
文
芸
資
料
六
七
頁
。
な
お
、
句
点
を
引
用
に
際
し
て
補
っ
た
)。
(18
)
『八
尾
八
左
衛
門
日
記
』
享
保
十
九
年
十
月
十
四
日
条
に
(前
略
)
道
瑞
老
葬
礼
、
法
専
寺
よ
り
黒
墓
へ
行
候
、
遺
言
「近
世
中
期
摂
北
地
域
の
茶
湯
1
そ
の
交
流
関
係
か
ら
う
か
が
え
る
特
徴
ー
」
二
四
三
二
四
四
二
付
、
門
弟
中
浅
黄
上
下
西
宮
在
辺
よ
り
も
見
へ
、
此
方
よ
り
八
左
衛
門
喪
服
二
而
遣
候
、
賑
葬
礼
二
候
、
と
あ
り
、
西
宮
に
も
門
人
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
(前
掲
『日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
十
在
郷
町
編
二
九
一
頁
)。
岡
田
鴨
峰
に
つ
い
て
は
、
『有
岡
逸
士
伝
』
下
巻
に
鴨
峰
者
岡
田
氏
夏
竹
之
子
也
、
身
常
二
塵
二
処
シ
而
塵
二
染
マ
ラ
ズ
、
夙
二
風
雅
之
志
有
リ
ト
雖
ド
モ
、
未
ダ
師
二
従
而
学
バ
ズ
、
偶
々
隠
竹
斎
二
謁
シ
而
茶
事
ヲ
習
、
時
々
夜
霜
軒
二
会
シ
而
マ
〉
俊
逸
之
句
有
リ
、
従
来
蛸
久
・
蜂
房
与
莫
逆
之
交
リ
也
、
或
時
二
士
ノ
日
ク
、
公
甚
ダ
誹
諧
ヲ
嗜
ム
ト
雖
ド
モ
、
未
ダ
誹
名
ヲ
聞
カ
ズ
、
何
ゾ
師
ヲ
求
メ
ザ
ル
、
亦
タ
何
ゾ
誹
名
ヲ
称
セ
ザ
ル
ヤ
、
公
黙
然
タ
リ
、
傍
一二
老
人
有
、
謂
テ
日
ク
、
蓋
シ
ニ
士
ノ
号
為
ル
虫
ト
魚
与
ヲ
以
ス
、
今
公
モ
亦
鳥
ヲ
以
テ
号
為
ヨ
ト
、
因
リ
テ
自
ラ
鴨
峰
ト
称
ス
、
と
記
さ
れ
て
い
る
(前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
六
三
頁
.
六
六
四
頁
)。
(
19
)
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
(A
本
)
(前
掲
『伊
丹
資
料
叢
書
』
1
伊
丹
文
芸
資
料
一
〇
五
頁
)
『中
古
茶
事
雑
集
』
(B
本
)
は
、
右
依
門
弟
中
所
望
写
之
、
享
保
五
子
年
三
月
如
意
珠
日
隠
竹
斎
道
瑞
(印
)
(判
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
道
瑞
が
弟
子
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
に
は
、
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
(A
本
)
の
九
十
三
.
上
嶋
常
音
が
亭
主
の
会
と
四
十
七
・
坂
上
善
五
郎
が
亭
主
の
会
で
隠
竹
斎
(道
瑞
)
作
の
茶
杓
が
見
え
る
こ
と
等
が
指
摘
で
き
る
。
(20
)
筒
井
紘
一
『茶
書
の
研
究
数
寄
風
流
の
成
立
と
展
開
』
(二
〇
〇
三
年
、
淡
交
社
)
『旁
求
茶
会
記
』
は
、
『的
伝
茶
会
記
』
を
編
ん
だ
人
物
が
八
巻
に
『松
屋
会
記
』
や
『宗
湛
日
記
』
等
各
種
の
茶
会
記
か
ら
各
亭
主
毎
に
茶
会
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
筒
井
氏
は
稲
垣
休
叟
(延
享
元
年
～
文
政
二
年
)
を
編
者
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
六
に
「北
脇
一
元
」
一
会
、
「坂
本
周
斎
」
一
会
、
「山
中
(鴻
池
)
道
憶
」
二
会
、
「福
島
屋
了
意
」
二
会
、
「土
岐
二
三
」
一
会
、
「久
田
宗
也
」
二
会
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「山
中
道
憶
」
と
「久
田
宗
也
」
の
二
会
の
内
の
各
々
一
会
を
除
い
て
は
、
有
岡
道
瑞
の
参
会
し
て
い
る
茶
会
で
あ
り
、
記
載
の
内
容
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
道
瑞
の
他
会
記
を
典
拠
と
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
(21
)
別
傳
和
尚
の
序
文
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
代
児
孫
而
、
復
克
継
其
風
標
名
集
云
茗
談
、
己
卯
之
夏
予
偶
相
訪
評
、
予
紀
数
言
而
、
冠
其
巻
首
、
書
未
由
解
之
粗
紀
、
一
二
云
爾
、
元
禄
十
二
年
歳
旅
己
卯
五
月
穀
旦
佛
日
別
傳
誌
奥
書
は
(註
19
)
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
(2
)
前
掲
『日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
十
在
郷
町
編
一=
五
頁
。
(23
)
前
掲
筒
井
紘
一
「伊
丹
の
茶
の
湯
」
(『淡
交
』
第
四
十
八
巻
第
四
号
所
収
)
(24
)
前
掲
『茶
湯
百
亭
百
会
之
記
』
(A
本
)
「解
説
」
「摂
北
地
域
の
酒
造
家
」
と
し
た
人
物
は
、
具
体
的
に
地
所
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
摂
北
地
域
の
酒
造
家
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
人
物
に
つ
い
て
こ
こ
に
含
め
た
。
な
お
、
茶
会
に
参
加
し
た
各
人
物
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
文
献
を
主
に
参
考
に
し
た
。
『有
岡
逸
士
伝
』
(前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
所
収
)
伊
丹
市
立
博
物
館
編
『伊
丹
資
料
叢
書
』
8
伊
丹
酒
造
家
史
料
上
・
下
(
一
九
九
二
年
)
『新
修
池
田
市
史
』
第
二
巻
近
世
編
(
一
九
九
九
年
、
池
田
市
)
『京
羽
二
重
』
貞
享
二
年
版
・
宝
永
二
年
版
(『新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
所
収
、
一
九
六
九
年
臨
川
書
店
)
『京
羽
二
重
織
留
』
・
『京
羽
二
重
織
留
大
全
』
(前
掲
『新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
所
収
)
『元
禄
覚
書
』
(『新
撰
京
都
叢
書
』
第
一
巻
所
収
、
一
九
八
五
年
、
臨
川
書
店
)
『京
都
御
役
所
向
大
概
覺
書
』
上
・
下
(
一
九
七
三
年
、
清
文
堂
出
版
)
宮
本
又
次
編
著
『大
阪
の
研
究
』
第
五
巻
(
一
九
七
〇
年
、
清
文
堂
出
版
)
『町
人
考
見
録
』
(『日
本
思
想
大
系
』
59
近
世
町
人
思
想
所
収
、
一
九
七
五
年
、
岩
波
書
店
)
竹
下
喜
久
男
・
井
出
努
『摂
北
岩
田
家
の
あ
ゆ
み
』
(
一
九
九
九
年
、
岩
田
土
地
株
式
会
社
)
(25
)
進
藤
刑
部
大
輔
長
之
の
他
会
記
参
会
記
録
『他
所
之
茶
事
道
具
献
立
之
留
』
は
、
木
下
龍
也
氏
が
『茶
湯
ー
研
究
と
資
料
』
の
十
一
号
か
ら
十
三
号
に
お
い
て
翻
刻
紹
介
を
し
て
い
る
。
(26
)
『町
人
考
見
録
』
中
巻
「家
原
自
元
」
(前
掲
『日
本
思
想
大
系
』
59
近
世
町
人
思
想
、
一=
二
頁
か
ら
二
一
三
頁
)
(27
)
細
川
家
と
同
様
、
後
に
大
名
貸
し
を
行
な
う
大
名
家
と
交
流
の
あ
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
他
に
摂
津
国
麻
田
藩
青
木
家
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
交
流
が
一
度
限
り
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
文
政
二
(
一
八
一
九
)
年
頃
成
立
の
古
野
将
盈
編
『有
岡
庄
年
代
秘
記
』
の
○
享
保
十
二
(
一
七
二
七
)
年
十
一
月
十
二
十
一
月
青
木
甲
州
御
父
子
上
島
宅
御
茶
御
入
席
○
享
保
十
四
(
一
七
二
九
)
年
二
月
十
四
二
月
青
木
甲
州
公
北
川
原
氏
御
茶
御
来
入
と
い
っ
た
記
述
等
か
ら
も
言
え
よ
う
(前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
七
八
頁
)。
(28
)
『伊
丹
市
史
』
第
二
巻
(
一
九
六
九
年
、
伊
丹
市
)
前
掲
『新
修
池
田
市
史
』
第
二
巻
近
世
編
(29
)
前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
七
三
頁
か
ら
六
七
八
頁
よ
り
抜
粋
引
用
。
な
お
、
貞
享
三
年
の
出
来
事
に
関
し
て
は
、
『有
岡
逸
士
伝
』
上
巻
「長
賢
」
の
項
に
有
応
山
金
剛
院
前
住
長
賢
法
印
者
、
摂
之
在
岡
郷
野
宮
牛
頭
天
王
之
別
当
ニ
シ
而
、
本
ト
高
野
山
西
禅
院
之
子
院
也
、
野
宮
、
復
タ
ハ
豊
桜
崎
宮
ト
日
、
嘗
テ
長
賢
法
印
弘
ク
法
ヲ
野
宮
二
開
ク
、
守
神
之
郷
子
ヲ
懇
念
ス
ル
コ
ト
尤
モ
渥
、
郷
人
貴
ト
無
ク
、
賤
ト
無
ク
、
競
輳
マ
リ
テ
、
皆
其
ノ
恵
二
懐
カ
ザ
ル
ト
云
コ
ト
無
シ
、
前
ノ
近
衛
殿
太
閤
基
熈
君
深
ク
長
賢
師
之
修
法
ヲ
信
ジ
テ
、
即
チ
御
室
御
所
院
二
転
達
ス
、
因
リ
テ
院
家
安
養
院
ヲ
兼
帯
セ
シ
ム
、
是
ヲ
以
テ
直
二
仁
和
教
寺
ノ
末
葉
ト
為
ル
、
鳴
呼
其
ノ
功
焉
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
莫
シ
、
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
貞
享
三
年
丙
寅
夏
六
月
近
衛
内
大
臣
家
熈
君
額
ヲ
野
宮
二
賜
、
且
ツ
牛
頭
天
王
之
縁
記
者
、
平
松
中
納
言
「近
世
中
期
摂
北
地
域
の
茶
湯
1
そ
の
交
流
関
係
か
ら
う
か
が
え
る
特
徴
ー
」
二
四
五
二
四
六
時
量
卿
之
作
也
、
持
明
院
宰
相
基
時
卿
之
力
繕
書
ヲ
為
ス
、
其
ノ
題
名
ハ
前
近
衛
殿
関
白
基
熈
君
ノ
書
シ
玉
フ
所
也
、
蓋
シ
是
レ
有
岡
之
栄
光
也
、
賢
師
修
法
之
暇
、
屡
々
和
歌
之
道
ヲ
探
ル
、
兼
テ
誹
諧
之
趣
ヲ
嗜
ム
、
花
宸
月
夕
、
其
ノ
情
ヲ
移
サ
ズ
ト
云
コ
ト
無
也
、
秀
逸
之
句
多
ク
人
ロ
ニ
在
リ
、
と
記
さ
れ
て
い
る
(前
掲
『伊
丹
市
史
』
第
四
巻
六
四
二
頁
)。
(
30
)
鷹
司
輔
信
か
ら
「摺
墨
」
と
い
う
銘
の
花
生
が
有
岡
道
瑞
に
、
「ひ
ち
か
き
」
と
い
う
銘
の
茶
杓
が
蓮
角
庵
に
、
「碇
」
と
い
う
銘
の
竹
輪
が
岩
田
五
良
左
衛
門
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
〔付
記
〕
本
稿
は
、
藝
能
史
研
究
会
平
成
十
二
年
二
月
例
会
で
報
告
を
行
な
っ
た
内
容
の
一
部
を
基
に
、
佛
教
大
学
鷹
陵
史
学
会
第
九
回
年
次
研
究
会
大
会
に
て
報
告
し
た
も
の
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
報
告
を
大
阪
歴
史
学
会
近
世
史
部
会
、
平
成
十
六
年
度
茶
の
湯
文
化
学
会
創
立
十
周
年
記
念
大
会
で
も
行
な
っ
た
。
当
日
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
厚
く
謝
意
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
竹
下
喜
久
男
先
生
、
谷
端
昭
夫
先
生
に
は
様
々
な
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
の
皆
様
に
は
史
料
閲
覧
で
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
謝
意
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
